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地震津 波 被 災から1 箋蠧鸚舌甌齷饕後の 対
策への模索 ii 緯飜 綴 ；

V 謎1；i：韆鑼墨iさi｝i韆鰍今村　文彦  日下　太一＊零 Report 　on 　the　 Activity

of　Recovery 　from 　the 　Damage　bythe 　1998 　Papua　 N
　Guinea　Earthquake　and 　Tsunami 　　　　　　　　　on 　the　

casion　of　lst　Year 　Anniversary 　　 − Grope 　fbr　Recovery 　an

@Countermeasure 　
through

　PARTIC 一 Fumih

o　IMAMuR

紡nd　Taichi 　KusAKA　’　“ Abstract 　　The　paper　aims 　to 　report　the 　activity　of 　Pa

a 　New 　Guinea 　and 　Region　TsunamiConfbrence （PARTIC ）held　one　year　after 　the　en
mous 　disaster 　due 　to　earthquakeand 　tsunami　of　17July 　1998 ，　consisting　of 　 three
components ；Public 　Awareness（PA）， Tsunami 　Science （TS ），

　
and　Disaster　Managem

t（DM ）．In　PA，　the 　expert　team　wasdrawn 　together 　and 　sent 　into 　the行eld 　to　talk 　w韮
　survivors　with　the　object　of（a） giving 　at　first 　hand　the　very　latest 　findings　of　the　sci
tific 　community　to　the　survivorsand（b）demonstrat 埀ng　that　there　is 　a　 clear 　 consen

s　that 　the　tsunami 　was 　a 　naturalevent 　triggered　by　an 　 earthquake ， 　and 　not 　the 　m

chievous 　work　of　miscreants　or　aman − made 　power ． 　The 　objective 　of　TS　sessions 　we
（a ）to 　bring　 together　some 　of　thescientists 　who 　are 　 currently 　researching 　into
the　cause 　of　the 　tsunami　and （b）toinform 　PNG − based 　geo − scientists 　about　tsuna
　science　in 　general 　and　about 　theAitape 　tsunami　in　particular ．　In　DM，　representatives
of 　the 　 affected 　villages， 　disastcrmanagement 　officials 　from　the　central　and　local 　

vernments 　and　various 　experts 　fromNGOs 　and　other　organizations 　reported 　thei
@findings ，　reviewed　the 　prevention ， response　and　relief 　activities，　and　discussed 　

tter 　ways 　to 　prepare 　fbr 　any 　fUturctsunamis 　ex

cted 重 o 　 arrive 　 on 　the 　coasts 　of
PNG． キーワ ー ド：津波災害，パプアニューギニア，災害対応，復興対策 Key 　 words ：tsunami 　disaster ，　Pap ロa　N
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e， 　recovery ±東北大学 大 学 院工 学研究科災害制御研究センタ ー 　Disaster 　 Contr

　Research　Center，　Graduate 　sch

l
　 Qf 　 Eng

eeri 皿9， 　Tohoku 　University 一アジァ 防

センタ ー 　 Asia 　 Disaster 　Reducti

　C

iter 本 報 告 に 対 す る 討 論は 平 成 12 年 12 月末 日 ま で 受 け
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パ プ ア ＝

＝
一

ギ＝ア地 震津波か ら 1年

1．大災害か ら 1年

　
一昨年 （1998 年）の 7 月 17 日 （金）に ，

パ プ

ァ ニ ュ
ーギ ニ ア 　（PNG ） West 　 Sepike （現

Sandaun ）州沖 で の 地震 （M ； 7）に よ り発生 した

津波が沿岸を襲 い
， 確認され ただけ で 2，500 名を

越え る犠牲者 を出 した。今世紀最大 の 津波 被 害 と

して は我が国 の 昭和
＝ ・陸大津波が あ り， 3，300 名

も の 犠牲者を出して い る が，当時確認 さ れ た数 は

1，522 名で あ り，残 りは行方不明の ま ま で あ っ た 。

した が っ て ，今回 の 津波災害 （現在で は，中心地

域の 名前をと っ て Aitape （ア イ タ ペ ）津波 と呼ば

れる）は昭和三 陸津波を上回 る被害規模で あ っ た

と言 っ て も過言 で は な い。津波被害 は 幅 20km 程

度 の シ ッ サ ノ ラ グ
ー

ン に 集中 し，Warapu 村 で は，

犠牲者 が こ の 全村民 に 対 し 40 ％近 くに な っ て い

る。 被災当時 の 混乱 は大 きく被害 も甚大 で あ っ た

た め に ，復興活動 ・対策 も容易 で は な い 。物 的，

経済的な損失，精神的な打撃 は人 き く，現在 もア

イ タ ペ 市に あ る ビ ジ ターセ ン ターに は，Photo　 1，

2 に あ る よ う な当時の 被災 の 様 f’を描 い た絵が 展

小 さ れ て い る。

　今回 の 被害 の 程度や 津波発生 メ カ ニ ズ ム に っ い

て は今村 （1998，1999）や河田ら （1999），松冨 ら

（1999 ）に ，今年始 め ま で の 復 興状況 と課題 に つ

い て は，牧 （1999 ）及 び牧 ら （1999 ） に よ り報 告

され て い る。 本報告 に お い て ，著者 らが被災
一

年

後 に 現地 を訪れ て ，津波専門家，地元 の 科学者，

防災担当者，住民， 教会，警察 ・軍隊 と共 に 話 し

合 っ た結果を基 に ， 当時 の 地震
・津波 の 現象及 び

被害，災害対応 の 反省，復興 の 状況 及 び 問題点等

を整理 した。
い くっ か は，津波災害対策 の 先進 国

で あ る我が国で も実施さ れ て い な い 内容を 含む の

で，こ こ で 全活動を紹介 し，今後 の 防災活動 の 参

考に供 した い
。

2，被災地復興の ため の 活動

　2．1PARTIC の 実施

　大災害か ら 1周年を期に，1999 年 9 月 15 日よ

り，パ プ ア ニ
ュ
ーギ ニ ア 大学 地 質 学 教 室 教 授

Huge 　Davies氏が 中心 と な り，　 PARTIC （Papua

New 　Guinea　and 　Region　Tsunami 　Conference）

と い う活動 が実施 された 。 こ れ は，PA （Public

Awareness），　TS （Tsunaml　Science），　DM （Disaster

Management ）の 3 っ の 活動 か らな る 。
　PA で は

津波 の 専門家が復興 しっ っ ある被災地 を訪れ津波

に 対す る正 しい 知識と復興活動や今後 の 津波 被害

対策へ の ア ドバ イ ス を行 っ た （Table　 1を参照）。

TS で は今回 の 津波の 発生 メ カ ＝ ズ ム や防災対策

に関 して PNG 研究者と海外 の 研究者が成果 を持

ち寄 り，情報 ・意見交換を行 う こ と に よ り，現在

まで解明さ れ っ っ あ る点 と今後の 課題 と して 残さ

れ て い る点などを整理 した 。 DM で は，　 PNG や そ

の 周辺国 の 防災担当者，被災者と津波 研究者とが

同 じ席 に 集 い ，ア イ タペ 津波 の 応急対 策や復 興活

動を振 り返 り，今後 の 課題 に つ い て 話 し合 っ た 。

そ れ ぞ れ の 活動で ，発展途上国 で の 問題 や新 しい

試みなどが議論され て い っ た。 以下に 詳細を報告

す る 。

Photo　l　Picture　paintcd　by　survivors 　abeut 　the

　　 　　 people　washed 　away 　by　the　tsunaIni．
Phote 　2　Picture　painted　by　survivors 　 about 　the

　 　 　 　 people 　kilted　by　the　tsunami．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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Table　l　Activity　of　PARTIC ．

活 動 項 目 場　 　所 内　　　 容

Pubiic　Awareness 住 民
との 対話 ・知 識普及 活動

移転集落 津波 知識 の 普 及 ， 復興 ・津波対 策 の

ア ドバ イ ス ，住 民 と の 質疑 ・応答

Tsunami 　 Sdence 津波
科学 と防災 の 会議

Madang 市 会議場 最 新 の研 究 成 果 の 報 告，今後 の 対 策

につ い て の 議論

Disaster　 Management
マ ネージ メ ン ト会議

Madang 市会議場 災害復 旧に っ い て の 総 括 と今後 の 問

題点の 整理

　vi且夏ages 　before

　villages 　or

Fig．　f　 Original　villages 　and 　re −settlement 　sites 　in　the　damaged 　area ．　The 　numbcr 　 of 　 survivors 　and

　　　 killed　people　are 　found 　in　the　figure （after ，　Maki　et　al．，1999 ）．

　 2．2　住民理 解の ため の 活 動

　まず ， PA で は我が国 と米国 の 津波専門 家 （合

計 5 名）が招聘 さ れ ，1999 年 9 月 16 日 か ら 19

日 に か けて，Fig．1に あ る よ うに 被災地 の 住民が

移転 し，現在そ こ で復興 しっ っ ある集落 （Arop 　1，
2，Barupu ，　Malol ，　Sissano村）を 訪 れた 。 そ こ で

は，津波 がなぜ起 こ る か ？ ア イ タ ペ 津波 はど の よ

うな 特徴持 っ て い た の か ？，今後ど の よ う に対策

を行えばよ い の か ？，な どの 説明や助言を行 っ た。

我が 国 か らは ， 都司嘉宣氏 （東大地震研），松本 剛

氏 （海洋科学技術研究 セ ン タ ー，JAMSTEC ），平

石哲也氏 （港湾技研），及び著者が，米国か ら は Eli

Silver氏 （カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 サ ン タク ル ーズ校）

が参加 した。住民へ の 説明会 ・対話 会 は 移転集落

の 中心部 で行われ ， 老若男女ほ と ん どす べ て の 住

民が 集ま っ た。まず ， 我々 は ア イ タ ペ 津波 の 概要

と昨年行 われ た国際津波調査団の 成果報告を行い，

次 に ，地震 に 関す る研究成果，海洋調 査船 に よ る

海底地形 ・地滑 り調査 の 報告，さ らに ， 2 週 間前

に 測定さ れ た ば か りの 海底内の 音波探査 の 結果を ，

ま た，最後 に ，我が国 の 津波対策 の 紹介 と津 波警

報 ・ 安全対策 へ の ア ドバ イ ス を 行 っ た 。 Photo　3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Photo 　3　Expert　team 　meeting 　to　talk　and 　discuss

　　 　　 with 　 thc　 peopLe 　 at　 the　 re −settlement
　 　 　 　 sites，

に あるよ うに ，住民 は大変熱心 に 最新 の 研究成 果

に 耳を傾けて い た 。 説明だけで も 2 時 間 を越 え た

が ，そ の 後 の 住民 か ら質問 ・要望 な ど が 相次 い で

出さ れ，全体で 5時間を越えた場 合 もあ っ た 。 質

問は多岐 に わた っ た 。 地震 ・津波 の発生 メ カ ニ ズ

ム
， 海底調査 で 発見 され た亀裂 の 意 味 と ス ケ ール ，

地滑 りの 可能性 とそ の 影響，津波来襲時に受 け た

傷 の 特異性 （黒 く変色 し た ） と そ の 原 因，元 の 集

落 へ 戻 れ る可能性，口本は津波警報 シ ス テ ム な ど

を持 っ て い るの に なぜ今回 の 津波を PNG へ 知 ら

せ て くれ なか っ た の か ，な どの 質問 の 嵐で あ っ た 。

一
方 ， 津波 の 前兆現象 （前 日の 海水 の 変化，水面

で の 気泡 の 存在），来襲 時 で の 爆音，風 波向き，

熱水，波表面 の 発光現象 な ど の情報が 寄せ られ た 。

　2．3　疑惑解明 へ の対話

　最 も問題に な っ た の が ， 今回の 津 波 が 人為 的 に

起 こ さ れ た の で は な い か とい う疑惑 が 強 く持 た れ

て い た こ とで あ る 。 被害 の 大 き か った Warapu

（現在は Barupu へ 移転）村で，そ の 声が大 きか っ

た 。 地震の前に違法に潜水して い る人 が い た こ と，

沿岸に ま るで 爆破 さ れ た よ うな 穴 が い くっ も残 さ

れ て い る こ と，地震時に爆破 の よ うな 音 を聞 い た

こ と な どに よ り， 誰か が 爆弾 を 什 掛 け 津 波 を 発 生

させ ， 彼 らの 村 を襲 っ た の だ と主張 した もの で あ

る。 今回 の PA の 大 きな目的の 1 っ が ，
こ れ らの

住民 の 疑惑 に対す る説 明で あ っ た。彼 らの 疑 惑 は

大変強 く， かな り激 しい訴えが な され たが，我 々

今村 ・凵下 ：
パ プ ア ニ ューギ ニ ア 地震津波 か ら 1年

との 対話の中で ， 津波 は 自然現象 で あ り世 界各地

で 発生 して い る こ と，10m を越え るよ うな津波

を人為的 に 発生 させ る こ と は不可能で あ る こ とが

説明され，少 しず っ 理解を 示 し て い っ た と思 わ れ

る。津波被害 の 多 い 日本 の 研究者 に よ る 日本 で の

津波 の 経験 と説明 は，住民 に と っ て 大変説得力 の

ある もの で あ っ た よ うで あ る 。 説明会 ・対話会 が

終わ っ た後は，参加 した住民全員 と握手を して お

hlい の 信頼 と対話集会へ の 参加 に 対す る 謝 意 を 示

して い た 。

　我が 国に お い て も，被災後 に 住 民 と 行 政 と の 対

話は多 く持 たれた よ うで あ る が，こ れ ま で 住民 と

津波 の 専門家 との 直接対話は ほ とん どなか っ た よ

う で あ る 。 こ れ は，あ る程度 日 本人 の 津 波 へ の 理

解度が高 い こ と，津波発生 や 被害に つ い て の 疑 惑

が 少 な い こ と が あ る一一・方，我 が 国 で は 行政主 導 の

面が強 く，科学者が積極的 に 災害復興 や防災 対策

に関わ らな い こ とが理由と して 考え られ る 。 今回，

専門家 や 科学者 が 基本的な知識か ら最新 の 研究成

果を，住民に 直接説明 し対話 した こ と は画期的 で

あ り，我 が 国 で も参考 に すべ き活動 で あ る と考え

る。 少 な く と も，今後 の PNG で の 津波対策 の 実

現化に 向けて 各分野で の 合意形成に 大き く貢献 し

た もの と思われ る 。

3．科学的に何が解明され て 来たの か ？

　今後 の 対応策を立案 し実施す る た め に は，災害

発生の メ カ ニ ズ ム 解明と今後の 発生 の 可能性を明

確 に しな け れ ば な ら な い 。 PA に続き，
　TS が 9 月

19 日か ら 21 日 の 期間 Madang 市 で 開催 さ れ た

（Photo　4参照）。 こ こ で，研究成果に 関す る 討 議

の 状況 を ま と め る 。

　会議で は，まず，津波 の 概要が説明され，発生

メ カ ニ ズ ム ，伝幡 ・遡上過程，最近 の 津波被害 ，

我が国の 津波対策な どが紹介さ れた後 ，ア イ タ ペ

津波研究の 現状報告が な さ れ た 。 そ の 中で ， 2 回

に わ た る国際津波 調 査 に よ り判明 した シ ッ サ ノ ラ

グーン 沖で の 20km 程の 津波波高の 集中化，砂嘴

上 で の 津波特性 （浸水高さ や流速，侵食），家屋被

害 の 特徴，津波堆積物の有無等が 報告さ れ た 。 特

に，津波 の 最大高さの ピ ーク は t 砂嘴 の 中心部 の
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Photo 　4　Scientific　 meeting 　 at 　 Madang 　 city　 to

　　　　 exehange 　 the　last　 information 　and

　　　　 results 　on 　the　cause 　of 　th巳 1998　tsunami ．

他に ラ グ
ー

ン 東部で も存在 して い る事が指摘 され

た e さ らに，住民か らの 聞き取 り調 査結果が報告

さ れ，津波の 到達時間 とそ の 方向 の 概要が説明さ

れた 。

　今回，津波波源 が通常 の 沈 み込 み 帯よ り沿 岸 に

近 い 場所で 起きて い る こ とが示唆さ れ ， 砂嘴を 越

流 した津波 に よ る破壊力が非常に 大 きい こ とが報

告 され た 。 Warapu 村で 犠牲者が多 い 理 由は，ま

さに 砂嘴を直撃 した津波の 巨大 パ ワ
ー

に あ っ た と

推察 され る。そ の た め，砂嘴 へ 住民 が戻 り生活を

再開す る こ と は大変危険で ある こ とが 指摘され た。

　続 い て JAMSTEC に よ る海底調査結果 が報告

さ れ，ラ グーン を挟 む河 日 沖で の 海底渓谷，1．000

m 水深 以 浅で の 緩勾配，そ の 以深 で の 急勾 配地形

が ，従来か ら の 大規模 な海底地滑 り を起 して い る

事が 示 さ れ た 。 我が 国以 外で ，被災直後 に こ の よ

うな海底調査が実施され た の は初め て で ある 。 今

回，地滑 りの 上面で は明瞭 な 亀裂 が 見 っ か っ て お

り，引張応力に よ る局所的な現象で あ る可能 性 は

高 い 。 こ れ は，陸上な どで よ く見 られ る剛体的地

滑 りに よ く見 られ る現象 で あ る 。 こ の よ うな大規

模 な地滑りは，米国の調査 に よる音波探査の 結果

に も明瞭 に 見 ら れ て い る 。 そ の 結 果 に は，厚 さ

500m ，高さ lkm ，長 さ 4km 程度 の 規模の地滑

りが示され て い た 。 た だ し ， 昨年 の イ ベ ン トで 全

て の 地滑 りが起 こ っ た どうかは不明 で あ り ， そ の

こ とを明 らか に する事が今後 の 課題 と な っ て い る 。

ま た，ラ グーン 沖 に は断層が見 られ，深 い 部分で
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は断層の 傾きが緩 く （低角），海底面に 向か っ て 急

激 に 傾斜 して い る こ と が 分 か っ た （高角）。ただ し，

海底面を突 き抜 けて は い な い 。 こ れ は，平均 的 に

は低角の断層で あ っ て も海底面付近 で は高角 に な

り ， 海底 の 鉛 直変位を大 きくす る 可能性 もある こ

とを示 して い る 。

4．当 時の 対応 と反 省

　4．1 マ ネージ メ ン ト会議 （DM ）の開催

　引き続 き 9 月 21 ロ〜24 ヒ1に かけ て ，DM の 会

議が 行 われ た 。 ア イ タ ペ 津波災害 に お け る各 レ ベ

ル の 応 急 ・復興対応 を レ ビ ュ
ー

し （Table　2 を参

照），今後 の あ る べ き対応 を探 る と共 に 同国 の 防

災対策 に 反映 さ せ る た め に，科学者，住民，教会．

中央政府，地方自治体 な どの 代表者が
一
同に集 ま っ

た 。 現在，政府の 姿勢 は 以 下 の 大 臣 の 言葉 に 象徴

さ れ て い る 。 「PNG は若 い 国だ が ，啓発 を中心 に

津波 防災対策に 努 め る 。 津波災害 を パ プ ア ニ ュ
ー

ギ ニ ア が 良 い 方向 に 生 ま れ 変わ る 契機 に した い 。

また政府の透明性を確保す る」。 た だ し，当時 の 対

応 の 遅 れ な ど か ら，現在 も住民 の 不信感 は 完全 に

払拭 され て は い な い
。

　4．2　災害と復1日一最初の 3日間

　PNG で は，国家災害緊急対策局 （The 　National

Disaster＆ Emergency 　Service，　NDES ） が 災害

対応機関で あ り，24 時間体制 の 災害情報収集体制

を構築 して い た が ，津波 の 発生 し た の が金曜 日 の

夕刻で あ り、翌 日以降の 上 日 が公 的機 関 の 休 み で

あ っ た こ と， 被災地が首都か ら離れ て お り極 め て

情報自体が不足 して い た こ と が，政府 の 対応 を遅

ら せ て しま っ た 。 実際，Malo1 村か ら NDES に 無

線 で 連絡が 試 み られた が誰も応答せ ず，連絡 が取

れ た の は ， 翌 日 で あ っ た と い う報告もあ る （牧 ら，

1999）。 そ の 後 の 災害情報は，NDES −
・ AusAID

（オ
ー

ス ト ラ リア 国際開発 庁）→EMA （オ ース ト

ラ リ ア 緊急 事態庁）→ ADF （オ ー
ス ト ラ リ ア 軍 ）

の ル
ー

トで 伝達さ れ た 。

　 オース ト ラ リ ア 軍は 発生 後 12 時闖 で 現 地入 り

して い る 。 さ ら に，PNGDF （PNG 国軍） に も

NDES か ら連絡が 入 り， 48 時間後 に 現地入 り し
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Table　2　Reviews　of 　the　response 　and 　recovery 　phase　in　the　first　3　days，4weeks 　and 　l　year．

被 災 後 中央 政府 災害 緊 急 対 オ
ー

ス トラ リ 国軍 。警察 カ ト リ ッ ク 州 政 府 ・地方政府 赤 十 字

の 期 間 策　局　　 （NDES ） ア 国 際援助庁 司　教　区

（AusAID ）

3 日間 17 日当 日 は 対応 で き オ
ー

ス ト ラ リ 連絡が 遅 れ，緊急連 絡 を実 PNG 政 府 よ

ず。翌 日 か ら各 機 関 ア 軍 に 連 絡 し，48時間 後 に 施，負 傷者 の り支援物 資 の

へ 連絡 12 時 間 後 に 現 地 へ 搬送，救援 物 配 付 ・調 整

は現地 へ 資の 空輸

4 週間 National　 　 Diaster1 週 間程 度 で 現 地 で の 捜 メ ン タ ル ケ ア ア イ タ ペ 地 区 復 興 委

Management 　 Office 救命 活 動 を 中 索 ・治 安 維 の 開始 員 会 （Aitape　District

（NDMO ＞に 改称。本 止，医 療活動 持 Disaster　 Committee，

格的 な指揮調整 は継 続 ADDC ）の 設立，各 機

関の 相 互 調 整。ただ し，
十分発揮 され ず 。

1年 間 連絡道路建設 ケ ア セ ン ター 移転作業，土地問題 の

の 援助 の 設立，食糧・解決，学校 の 建設

生活必 需 品 の

配給

問題 点 災 害 緊急 連 絡網 の 整 生活 自立 へ の 現地 集 落復帰 へ の 対

備，環 太平洋津波警 援助 応，災害 対策 の 実施，
報組織 との 連 携 交通 網の 整備

て い る。 国軍 が オー
ス ト ラ リア 軍よ り も到 着 がか

な り後 に な っ た こ と に つ い て 国軍か ら は，移動 の

た thの 燃料費が な く，や むを え な い 状況 だ っ た と

の 説明もあ っ たが ，「災 害時 に 政府 に多 くを求め

る べ きで は な い 」と い う答弁 もあ り，政府 が災 害

に対 して ど こ まで責任を持 っ の か が未だ に 明確で

は な い 。

　また，警察 は住民の 生 命 ・安全 の 確保 を本務 と

す る が，災害後は被災地 で の 少数 の 事件 （強盗 ・

強姦）も捜査で きる状況に は なか っ た 。 被災地で

犯罪が少 な か っ た の は せ めて もの 救い で あ っ た 。

　さ らに ，一部の 政治家や マ ス コ ミ が ヘ リで 被災

地 に 飛来 し，負傷者 も乗せ ずに飛 び去 っ た 事実 に

対 して は強 い 批判が あ っ た 。 被災 地 に 入 るヘ リは

救援物資を搬入 し，負傷者を急送 す る とい う責務

があ り，
こ れ を果た す べ き だ，と の 主張 が な され

た 。

　一方 ，
ア イ タ ペ 津波 災害 で は，カ ト リ ッ ク 司教

区の 活躍が目覚 しか っ た 。 特に ，外部に 救援を求

め る無電 を発信 した の は Malol　Mission （地区）

の Sister　Margaret 　Conway で あ り， 負傷者 の 救

出 ・手当 て や ヘ リに よ る負傷者の 輸送 ， 救援物 資

の 空輸な ど，司教区は被災者救援 に 極 め て 重要 な

役割を果た した 。

　 そ の 他 に 救世軍 も被災地 の 状況を ポ ー
ト モ レ ス

ピー政府に伝え る と い う貴重 な 役割 を 果 た し た 。

さ らに PNG 赤十字 は支援物 資受 入 れ を 中央政府

より委託され ， 被災地 へ の 配付調整 に あ た っ た 。

こ の 災害 に お い て 特に問題 の あ っ た の が，情報伝

達網で あ り災害直後の連絡の不十分さで あ っ た と

い え る。

　医療機関 の 対応は以下の通りで あ る 。 災害直後

の 医療活動 の 中心 と な っ た の が Raihu 　Hospital

で あり，3 日間 で合計 300 人近い重軽傷者を治療

した 。 また ， 州都 の Vanimo 　Provincial　 Hospital

で は Raihu　Hospital で 対応 で きな い 重傷者を受

入れた。 さ らに，東 隣 の Wewak 　Hospitalで は ，

上記 2 病院で 対応 しきれ な い 負傷者を受入れ治療

した 。 また，オ
ー

ス トラ リ ア 軍医療 チ ーム は ，

Vanimo に Field　Hospita1 を 設 置 し，緊急医療で

現地病院の 活動を支援補完 した。

　4．3 災害 と復旧 一最初の 4週間

　政府 は ， 7 月 22 日 に National　 Executive

Councjl を 通 じ て 国 家 緊 急 事 態 （State　 of

Emergency ，　SOE ）宣言 を出し，被災地救援 の 全

活動を調整す る よ うに な っ た 。 そ れ 以 降，救援活

動は加速 した 。 警察庁長官 Peter　Aigilo氏が現地

の 対応の 責任者で ある Controller　of 　the　State　of

Emergency に任命され た 。 さ らに ， ケ ア セ ン ター
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の 設置と同時 に Care　Centre　Administrators も

任命さ れ ， 政府 との コ ン タ ク トが 円滑化され た 。

　 NDES は ，　 National　 Disaster　 Management

Office（NDMO ）と改称さ れ ， 防災対策の 実施機

関 と して 政府内部 （軍 ・警察 ・地方政 府及 び出先

機関を含む）の 指揮調整に あ た っ て い る。 ア イ タ

ペ 津波 の 当時，NDES の 専 任 担 当 は Director

Genera1 を含め て 2 名 し か い な か っ た こ と か ら，

政府の 災害対応組織 は 十分 で は な か った 。 他 方，

被災地域で もエ イ ド ポ ス トは立 ち上げ に手間取り，

ニ ュ
ージーラ ン ド NGO の 専門家が支援 した 。 「物

資配給担当者 の 選任 と物 資保管場所 の 統 合，品 目

別専任者 に よ る管理が必要」とい うの が専門家 の

ア ドバ イ ス で あ る 。 こ の よ う に ，次第 に 災害対応

の 組織強化 されて きて は い る が，未だ に 大 きな課

題 が残 さ れ て い る と い え る 。

　医療対応 に関 して は，政府保健当局が被災 4 日

以 降 も ， Raihu　 Hospital，
　 VanimoProvincial

Hospita1 及 び Wewak 　Hospital 間 で 患者 の 移 送

を調整 し， 医薬品の手配を続 けた 。 医療物資は 海

外 よ り急送 さ れ た が，表示が 日本語 で 全 く説明文

が読め な い た め に 仕方な く処分され た 医薬品 もあ っ

た と い う。 医薬品 の 表示は現地 で 理解 で きる 言語

に す べ きで あ る と の 指摘は大切 で あ る 。 ま た，被

災当初心配 され て い た 疫病の 発生 は阻 止で きた 。

医療面 で の 対応 の 良 さと共 に ，避難地 で 良 好 な水

を確保 しやす か っ た事が指摘 で きる。

　 メ ン タ ル ケ ア は カ ト リ ッ ク 司教区で 実施 され て

Photo 　5　Rehabilitation　 program 　 center 　 to

　　　　 supPort 　the　activities 　of 　recovery ，　 re−

　 　 　 　 settlement 　and 　 mental 　care ，
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お り，photo 　5 に あ る よ うな 施設 も確保 さ れ て い

る 。 活動内容 は，まず，被災者 と 「
一

緒 に い る こ

と，気持ち を 分 か ち 合 うこ と，そ れ が で き る こ と

の 全て 」だ っ た，と い う。

　4．4 復 旧 へ の 長 い 道 の り一最初の 1年間

　まず ， 再定住の 状況 を説明す る 。 住民 は沿岸で

の 生活か ら内陸森林地帯 で の 生活 に 少 しず つ 慣 れ

つ つ ある。 新 しい 居住区 に は 8 箇所で学校が建設

さ れ た 。 生徒数 は計 1，871 名に 及 ぶ 。 Robert

Miroi氏 （District　Education　Manager ）は，「教

育 シ ス テ ム の 崩壊 は第 二 の human 　disasterに な

る か ら，そ れ だ け で は是が 非で も防ぎ た か っ た 」

と述 べ て い る 。 しか し ， 学校は住居 か ら遠 く通学

困難な子供もい る こ と，また建設 され た 学校の ．1二
地所有者 へ の 補償 がす ん で い な い こ とな ど土地 問

題 の 解決が待た れ る こ と な ど が報告さ れ た 。

　食糧や 生活必需品 の 配給は現在 も行 な われ て い

る が，ま だ十分 で な い
。 た だ し，い つ ま で 配 給 な

どの 直接援助を続 けて よ い の か は， 議論を要す る。

ケ ア セ ン ターに は NGO が設置 した立派す ぎる診

療施設 もあるが，各 NGO は 互 い に競争す る の で

な く調 整す る必要がある の で は ， との 指摘 もあ る 。

さ ら に ，生活 の 復興 に 重要 な 輸送 イ ン フ ラ に 関 し

て は，内陸 の 定住地 を貫通す る国道が AusAID の

援助に よ り 建設中 （総延長約 57 キ ロ ）で あ る 。 ま

た，橋梁も 3 箇所で 建設 され，滑走路 は Sissano

及び Aitape の 2 箇所に確保さ れ て い る 。

　ADDC （Aitape 　Djstrict　Disaster　Committee ）

は ， 各地域 ・組織 の 代表に よ っ て 構成 され て い た

が，単な る サ ロ ン で しか な く実質的な活動は な か っ

た と報告さ れ て い る 。 政 府側か ら ADDC は被 災

地 の 総合調整 が 主任務と の 説明 が あ っ た が ，こ れ

に対 して実際に何か が で きる権限を付与す べ きで

あ る，との 意見 もあ り，各地域 の 代表者 と の 責任

に関 して対立を 見 せ た。

5．今後の 対策と して 考え られ る こ と

　パ プ ア ニ ューギ ニ ァ に限 ら な い が ，基本的な イ

ン フ ラ 整備が遅れ て い る 地域で は，効果的 な防災

対策を実施する こ とが難 しい 。 例 えば，災害軽減
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の 基本 の 1 つ は 予防対策 で あ り，予知や 警報 を行

う こ とが 必要で あ るが
，

た と え事前に 発生 す る可

能性が わか っ て も， 実際 に 住民の命を助 け る こ と

が出来 な い 。 な ぜ な ら， 我が 国 で は当た り前で あ

る ，
テ レ ビ ・ラ ジ オ 。 電話 な どに よ る 通 信 ・情報

さえ も使え な い の で あ る 。 さ らに ，対策 の導入時

の み な らず ，
そ の 後 の 維持管理 の 困難 さ も存在 し

て い る 。

　 こ の よ うな地域 に 対 して ， 今後 ど こ か で 必 ず起

き るで あ ろ う 自然災害 に 対 して ， ど の よ う な対策

が実行可能な の だろ うか 。 こ の 点が今回，我 が 国

の津波研究者 に 課 せ られ た大 きな課題 で あ っ た 。

こ の課題 は 大変難 しい 問題を含ん で い るが，今回

提言で きた こ と は対応 し た 点は 以 下 の 点 で あ る。

1）具体的な禁止地 域 を示唆する ： 昨年 の 津 波浸

水調査結果か ら沿岸か ら最 低 300m さ らに 500

m 離れ る こ とが望 ま しい ，砂嘴上は避難す る場所

がな い の で 住まな い こ と， 2）災害危険度を知る ：

過去 の 津波 を 知 り，今後予想 さ れ る津波を予想す

る こ と，こ れ らに 対 し て ， 津波到 着予想時間図 ，

予想波高図 ・浸水図 を用意す る こ と，自分 の 住ん

で い る場所が ど の程度危険なの かを知 る こ と ， あ

る程度 の 海底地形図 が あ れば津波到着予想 時間図

の 作成 は可能 で あ る こ と，
一

方，予想波高図 ・浸

水図の作成に は，詳細な地形や波源情報 が 必 要 と

な る こ と， 以上 で あ る 。

　地 震津波 の 現地 調 査，海 岸 工 学 論 文集，第 46 巻 ，

　pp．391−395，1999．

牧　紀男 ：復興対策 の 共通性 と地 域 性，特 集 ； ア ジ ア

　災害の 地域性 と変貌，土木学会誌 9 月号， pp．13−15．

　 1999．

牧 紀男 。林 勲男
・林 春男 ； 1998 年 7 月 17 日

　 パ プ ア ニ
ュ
ーギ ニ ア 津波 の 災害対応

一
社会 の フ V 一

　安定 と ス ト ッ ク の 回復
一，地域安全学会 ， pp ．1−15，

　 1999，

松冨英夫 ・河田恵昭 。首藤伸夫 ・都司嘉宣 ・藤間功司 ・

　今 村 文彦 ・松山昌史
・高橋智幸 ・牧　紀男 ・韓世 エ

　 ン ： 1998 年 パ プ ア ニ ュ
ーギ ニ ア 地 震津波 の 現 地調

　 査，海 岸 工 学 論文集，第 46 巻，pp．376−380，1999、

（投 稿 受 理 ：平成 11年 11月29 日

訂 正 稿 受理 ：平成 12年 2 月 8 日）
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